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【会 長】羽石 隆 

【副会長】大坪 進 

【幹 事】横田昌則 

【ＳＡＡ】平岡直也 

【点 鐘】  会長 羽石 隆会員 

【斉 唱】 ロータリーソング「奉仕の理想」 

【ゲスト】 青少年交換留学生 イルハム君 

      米山記念奨学生  朴 東民君 
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した。しかし現在は少し光っているようです。 

 一度宣伝した経緯もありますので明日の夜は時

間のある方は現地で夜７時ごろから立会して頂け

たらと思っております。 

 6月8日は6時～例会場で夜間例会として通常の例

会を行い食事は用意します。お酒はでません。 

 そしてホタル会場で6時半ごろから、ほたる会場

での道案内をお願いたします。 

懐中電灯は用意いたしましたので各自で持ってい

ただきたいと思います。皆様のご協力をよろしく

お願いいたします 

 今月号の市の広報にホタルの放虫の放流の写真

が乗っておりますので見てください 

 さて、来週は南砺クラブとの友好クラブの調印

式となります.ご参加立会下さいます会員様には2

日間、よろしくお願いいたします。 

 詳しい説明はツインクラブ委員長、親睦委員長

の報告があると思いますが富士見クラブの出来事

のⅠページにしたいと思いますので、ご協力よろ

しくお願いいたします、尚、当日の式典、祝賀会

の服装は各自のブレザー、または背広、富士見ク

ラブのネクタイでお願い致します。会長、幹事は

富士見ブレザーで行きますのでお願い致します。  

 尚、行き帰り、親睦旅行は自由服装でお願い致

します。 

 最後になりましたが羽石年度も残り１ヶ月にな

りました。しかし、残りの行事が3つ、友好クラ

ブ ホタル、最終例会がございます。 

 最後までがんばりますのでよろしくお願いいた

します 

 本日、イルハム君の卓話と言うより一年間の経

過報告、そして米山記念奨学生の朴 東民君よろ

しくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆様、今日は先週の越生毛呂との合同例会大勢

参加して頂きましてありがとうございました。親

睦さんにはバス等の手配その他お世話になりまし

た。場所が埼玉医大の病院のレストランとは思え

ない素晴らしい所でした。越生毛呂の会員数16人

の所11人の参加して頂き大歓迎して頂きました。

ある会員様個人的な趣味で木製品や古い竹材で作

成した耳かき等富士見クラブの会員にお土産を頂

きました。本当に歓迎の心が我々に伝わってきま

した。次年度は本来なら、富士見がホストですが

50周年事業との事ですので越生市内での開催です

ので富士見としては参加していきたいと思います     

 さて、ホタル観賞会ですが当所予定が26、27日

でしたが20日の時点で光っていなかったので市民

を大勢集めて飛んでいなかったでは、と、思い急

遽、会長の判断で6月8，9日に変更させて頂きま  

【会長の時間】 会長 羽石 隆会員     
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1)例会変更の件 

 1．当クラブ  

 6月 1日(金)⇒ 

 6月 2日(土)～3日(日)  

    南砺RC記念式典出席 

  と調印式 

   22日(金)⇒同日 夜間移動例会  

                       点鐘18時 東武ホテル 

   29日(金)⇒定款による例会取止め 

2)次の書類を回覧します 

 1.ハイライトよねやまＶＯＬ218 

 2.第1回クラブ奉仕部門セミナー開催 

    6月10日(日) 13：00点鐘  紫雲閣 

 3.2017～18年度地区役員合同会議 

    6月17日(日)15：00～18：50 紫雲閣 

 4.志木柳瀬川RCから25周年記念チャリティー 

 コンサート、記念パーティの出席の礼状 

 5.志木RCの会報 

 6.富士見市青少年育成市民会議総会資料  

 7.富士見広報フォトニュース 

           「ホタルの幼虫の放流」 

【ニコニコＢＯＸ】尾崎孝好会員     

【委員長報告】 

【幹事報告】幹事 横田昌則会員     

【贈呈】会長 羽石 隆会員     

 イルハム君に5月分の

おこずかいを差し上げ

ます。 

【お礼】イルハム君 

 有難うございます。 

 今日は卓話です。宜し

くお願い致します。 

○青少年カウンセラー報告→森田仁一会員          

 青少年交換プログラム 

第48期 閉校式と帰国前報

告が紫雲閣にて5/20（日）

に開催されました今年度の

留学生は4人来日しています 

  

 本庄ＲＣ：マテウス（ブラジル）男 

 富士見ＲＣ：イルハム（インドネシア）男 

 行田ＲＣ：ノエル（アメリカ）女 

 小川ＲＣ：マリアナ（メキシコ）女 

 留学生が帰国する前に今回の日本留学に対して

の感想などの各報告をして頂きました、 

 皆いろいろな経験した事等を15分間に纏めて話

してましたがみんな充実した約10ヶ月だった様で

す。やはりホストファミリー達との思い出や感謝

の気持ちが多く話されていました。 

 また皆が来日当時に比べ日本語が上手くなって

いた事に、当たり前の様ですが感動いたしました  

 また次年度に派遣される4名の女子生徒の決意表

明がありました。やはり15分間に纏めて各発表が

あり、みんな発表時に日本語と英語で話す生徒が

多く頼もしく感じながら聞いていました。 

 そして細井ガバナーより各ホストクラブに感謝

状の贈呈、留学生と派遣生に修了証書を授与して

閉会となりました、 

塩野芳雄会員 

 今期で退会を致します。 

 いろいろお世話になりま  

 した。 

柳田政男会員 

 5／17日商工会総代会に    

 て商工会長に拝命致しました。 

柳田政男会員 

 ホタルが飛びはじめました。明りの設置、長根  

 会員ご協力有難うございました。 

江沢康夫会員 

 ホタル観賞会が6／8～9に延期になりました 

横田昌、桑原、萩原、尾崎孝会員 

 次年度炉辺会合、有難うございました。 

羽石、横田(昌)、下山、竹内、斉藤英、島田会員 

長根、浅見会員 

浅見会員 

 卓話、宜しくお願い致します。 

江沢会員 

 早退致します。 

江沢、楠、吉野会員 

 前々回欠席しました。    本日合計¥23,000 

○親環境員会→ 

  委員長 江沢康夫会員 

 ホタル観賞会が延期にな

り、6／8日と9日、集合時間

は午後6時30分です。7時か

ら10時頃までホタルの観賞

会をしたいと思います。 

○親睦委員会→ 

  委員長 浅見隆広会員 

 6/2日南砺親睦旅行です。 

 切符を忘れないようにして  

 下さい。 

○ツイン交流クラブ委員会→ 

           委員長 島田敏郎会員 

 南砺親睦旅行は宜しくお願い致します。 



 三番目のホストファミリーは小野さんです、 

 小野さんの家族はとても面白いです、 

 3月から今まで小野さんの家にいます、 

 おのさん家には犬がいます、犬の名前はきさら

です、きさらはとても可愛いです、毎日ずっと遊

びます そして時々一緒にお散歩します、 

 小野さんの家族と一緒に草津いきました、 

 草津はとてもいいところだと思います、草津で

温泉に入りましたとても熱いです、私最初お風呂

あんまり入れませんでした シャワーだけです  

 でも今はもう慣れたから入れます、そして草津

で湯もみをやりました とても面白かったです、      

 そしてそばも作りました、難しかったけど美味

しかったです 切り方が一番難しいです、 

 そのあとスキーをやりました、日本で初めてス

キーをやりました難しかったけどうまくできまし

た、またすごくいい経験をしました。 

 

 今までいろいろ経験しました、それだけじゃな

いです、友達もたくさんできました、おなじ留学

生と学校にもできました嬉しいです 

 

 ロータリーのトリップも楽しかったです、 

 まずウィンターキャンプはとても面白かったで

す、茶道はとても難しかったけど楽しかったで

す、正座は大変でした。スキーは初めてやりまし

た、最初は難しかっただけどうまく出来ました、  

 そして京都と奈良トリップはとても楽しかった

です、たくさん神社に行きました。 

 

 学校でいろいろ物やりました、文化祭と体育祭

と球技大会とても楽しかったです。 

 みなさんこんにちは 

 インドネシアからの

留学生イルハムです 

 今からスピーチを始

めたいと思います 

 宜しくお願いします 

 まずこの留学プログ

ラムで日本に来たかったのでロータリーのみなさ

んに感謝しますありがとうございます。 

 私は去年8月日本に来ました。 

 日本でいろいろな物を見たり、いろんな場所に

行きました。とても良い経験でした 

 日本はとてもいい国だと思います人も優しくし

て環境も良いとおもいます。 

     

    ホストファミリーもみんな優しいです。 

 

 一番目のホストファミリーは塚田さんです 

 塚田さんはインドネシアからずっとメールして

いました 8月から10月まで塚田さんの家に住んで

いました 毎週末お父さんと一緒にお出掛けしま

した、いろんなところに塚田さんと一緒に行きま

したとても楽しかったです、塚田さん家には娘さ

んがいます、娘さんの名前はしずかさんです、 

 しずかさんはとてもいい人です いつも一緒に遊

びました、彼女と一緒に始めてオセロをやりまし

た、そしてマラソン大会の時に、一緒に練習しま

した、塚田さんの家族はやさしい家族です。 

 

 二番目のホストファミリーは森田さんです、森

田さんはロータリーのカウンセラーです、 

 11月から2月まで森田さんの家に住んでいまし

た、こちらで日本のクリスマスとお正月をやりま

した、日本のクリスマスはとても楽しかったで

す、森田さんの家族と一緒に軽井沢に行きました  

 そしてプレゼントをもらいました、 

 軽井沢で初めて雪を見ました、嬉しかったけど

とても寒かったです、dinnerも食べました 食べ

物全部美味しかったからたくさん食べました、 

 初めてクリスマスをやりました、 

 インドネシアでイスラム教が多いからクリスマ

スはあんまりしません。日本のお正月も面白かっ

たです、インドネシアと全然違います、夜そば食

べました、そして1月1日おせち料理を食べまし

た、見た目が美味しそうだけど私は苦手でした、  

 そのあと神社に行きました、 

 インドネシアのお正月は夜バーベキューとか花

火を見ます、 

 それは全部とてもいい経験でした。 

【卓 話】青少年交換留学生 イルハム君   

私は立教大学院コ

ミュニティ福祉学研究

科修士課程2年のパク

ドンミンと申します。   

韓国のソウル出身

で、今年で来日してか

ら8年目になっており

ます。 

 

私がロータリー米山記念奨学会を選んだ理由の

一つはより多様な国籍の人たちと触れ合える機会

が多いだろうと考えたからです。 

今年ロータリー米山記念奨学会というすばらし

い組織に所属することになって、皆さんの前で自

分のことについてご紹介する機会をいただいて少

し緊張しながらも、とても光栄に存じます。 

【卓 話】米山記念奨学生  朴 東民君 

  【点鐘】会長 羽石 隆会員    

なぜなら、仮説住宅への移動時に行政からの対応

は、人それぞれにくじを引いてもらってその結果

をもとに住居地が決まるというやり方をとってい

ましたが、一見正しいように見えるその対応が皮

肉にも避難所で結ばれていた避難民同士の関係を

断ち切る結果になったからです。 

  

 この結果を通じて、人の生活が個々人の助け合

いによって成立するという視点こそがコミュニ

ティ福祉学を学び、研究する上で最も大切にすべ

き視点ではないかと思いました。今後もこのよう

な人と人とのつながりに着目しながら、自分の研

究を進め、将来には日本と韓国の社会福祉の発展

に貢献する研究者になりたいと思います。 

  

 私は来日して７年間新聞配達をしながら学業と

の両立生活をしたので、学業時間を確保すること

がいつもの悩みでした。 

 今年は皆さんからの支えによって自分の研究に

もっと集中することができてとても幸運な年だと

考えております。 

 これからは皆さんの期待に応えられるように自

分の目標達成に向けて頑張っていきたいと思いま

す。 

例会日  毎週金曜日 

時  間  １２：３０～１３：３０ 

事務所  〒３５４－００２２ 

      富士見市山室２－１０－１０ 島田ビル２０１号 

電 話  ０４９－２５１－６５９６ FAX０４９－２５２－３８４８ 

例会場  島田ビル１F 

Ｅメール  fujimi-rc@nifty.com 

【出席報告]齊藤 茂会員     

 5月25日 正会員数 免除会員 出席率 

会員数  43名  11名    

出席数  23名   6名 74.4% 

会報・IT委員会           週報担当：小椋博之 

    委員長：小椋博之  副委員長：増田 茂 

        委員：吉野欽三   萩原喜八郎  長根章浩 

                吉原孝好 浅見隆広     西崎哲章  

私は2011年3月25日に来日しました。 

この時期は東日本大震災が発生した直後だった

ので、母国の親から引き留められたり、日本に来

てからも周りの日本人からなぜみんなが母国に帰

るこんな時期に日本にきたのかとしょっちゅう聞

かれたりしました。この状況の中で私が日本留学

を決めたことには2つの理由があります。 

 

１つの理由は、母国のアルバイト先で様々な日

本人の方々に出会うことで日本語の勉強や日本文

化に関心をもつようになったことです。 

来日する前のアルバイト先では様々な日本人の

観光客に出会い、いろんな日本文化を学んだり、

常連客とは地元のお土産を交換したりすること

で、日本語の勉強や日本文化に関心をもち、その

うちぜひ日本へ行ってみたいなと思いました。 

 

2つの理由は、日本で社会福祉学について学び

たいと思ったことです。現在韓国は、少子高齢社

会を迎え、雇用の不安定化・非正規化がどんどん

進行しているなど、社会問題の様々な側面におい

て日本と類似するところが多いです。 

しかし、韓国は1987年に民主化を遂げたあとよ

うやく社会保障制度が整備されはじめ、まだ社会

福祉学という学問に関しては歴史が短いので、い

ろんな面で進んでいる日本の社会福祉学を学びた

いと思いました。 

  

 というわけで、今日本ではコミュニティ福祉学

を専攻しています。 

 

 コミュニティ福祉学とは一言でいうと、「人と

人とのつながり」に着目しながら、現社会の問題

点や課題を明らかにする学問だと思います。 

  

 私がこう考えるようになったのは、大学2年時に

立教大学の東日本大震災復興支援推進室で行うボ

ランティア活動に参加したことがきっかけでした 

  

 岩手県の陸前高田市というところで、市民たち

との交流をしながら、復興支援上の問題点などに

関しての研究者たちの調査も行われていましたが

そこで明らかになった支援上の問題点を通じて、

様々なことに気づくことができました。 

  

 震災当初の被災地では避難所から仮設住宅へ移

動するタイミングがあったのですが、この時期に

特に指摘されていたのが、住民移動による地域コ

ミュニティの変化や喪失という問題でした。 

  


